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広
島
市
三
入
・可
部
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
は
三
入
・可
部
地
域
で

暮
ら
す
高
齢
者
の
皆
さ
ん
を
総
合
的
に
支
え
る
た
め
、
広
島
市
か
ら
委

託
を
受
け
て
運
営
し
て
い
る
公
的
機
関
で
す
。 

高
齢
者
の
方
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
生
活
す
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
、
看
護
師
、
保
健
師
、
社
会
福
祉
士
の
専

門
職
（
１１
名
）
が
相
談
に
応
じ
、
生
活
の
中
で
の
「
困
っ
た
な
、
ど
う
し
ょ

う
」を
一
緒
に
解
決
し
て
い
き
ま
す
。 

■
た
と
え
ば
、 

➀
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
っ
て
ど
う
し
た
ら
使
え
る
の
？ 

➁
足
腰
が
弱
っ
て
き
た
け
ど
、
ど
こ
か
運
動
す
る
と
こ
ろ
は
な
い
か
ね
？ 

➂
悪
質
な
訪
問
販
売
に
だ
ま
さ
れ
た
け
ど
ど
う
し
よ
う
？ 

➃
介
護
に
疲
れ
て
し
ま
っ
た
。 

➄
明
日
、
退
院
す
る
こ
と
に
な
っ
た
、
家
に
帰
っ
て
不
安
だ
な
あ
。 

な
ど
の
ご
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。
ま
ず
は
お
気
軽
に
ご
相
談
下
さ
い
。 

 

【 

介
護
や
健
康
の
こ
と 

】 

介
護
が
必
要
に
な
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
判
断
さ
れ
た
方
や
要
介
護
認

定
を
申
請
し
て
「要
支
援
１
ま
た
は
２
」
に
認
定
さ
れ
た
方
が
「介
護
予
防

サ
ー
ビ
ス
」
を
受
け
る
支
援
を
行
い
、
ま
た
地
域
の
サ
ロ
ン
や
老
人
会
等
で

行
わ
れ
る
介
護
予
防
講
座
等
の
支
援
も
し
ま
す
。 

【 

権
利
を
守
る 

】 

認
知
症
な
ど
判
断
能
力
が
十
分
で
な
い
人
の
権
利
と
財
産
を
守
る
制

度
等
の
紹
介
や
支
援
を
行
い
、
ま
た
悪
質
な
訪
問
販
売
に
あ
っ
た
等
の
相

談
や
高
齢
者
虐
待
に
関
す
る
支
援
も
行
い
ま
す
。 

『
広
島
市
三
入
・
可
部
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
』
は
、 

◆
今
年
１
月
に
三
入
に
移
転
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。 

地
域
の
皆
さ
ん
に
親
し
み
を
も
っ
て
い
た
だ
け
る 

相
談
し
や
す
い
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
を
目
指
し
て 

職
員
一
同
が
ん
ば
り
ま
す
。 

 

セ
ン
タ
ー
長
・
井
田 

浩
美 

●
活
動
の
内
容
は 

【 

さ
ま
ざ
ま
な
相
談
ご
と 

】 

介
護
に
関
す
る
相
談
や
心
配
ご
と
以
外
に
、 

健
康
や
福
祉
、
医
療
や
生
活
に
関
す
る
こ
と
な
ど
の
相
談
、 

支
援
を
行
い
ま
す
。 

【 

関
係
機
関
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り 

】 

高
齢
者
の
方
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
生
活
で
き 

る
よ
う
に
、
地
域
の
さ
ま
ざ
ま
な
関
係
機
関
と
連
携
し
、 

切
れ
目
の
な
い
支
援
体
制
づ
く
り
を
行
い
ま
す
。 

◆
ま
ず
は
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
お
電
話
下
さ
い
。 

相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。  
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祝
日
、
年
末
年
始
は
除
く 

●
相
談
は
ど
こ
に
・
ど
う
す
れ
ば
よ
い
の
？ 

三入公民館 

三入第一公園 

広島市三入・可部地域包括支援センタ－ 

桐陽台入口交差点 

特集『広島市三入・可部地域包括支援センター』の紹介 
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和
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岡
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三
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三
入
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下
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洋 
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桐
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15
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三
入
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会
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民
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・
児
童
委
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森
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（
桐
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17
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福
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協
力
員 

竹
田 

愛 

子 

（
桐
原
19
区) 

民
生
・
児
童
委
員 

沖
野 

鈴 

夫 

（
南
原
上
組) 

町
内
会
連
合
会 

稲
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中
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民
生
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児
童
委
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古
本
カ
ズ
ヱ (

南
原
下
組) 

三
入
女
性
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 監 

事 竹
尾   

均 

（
下
町
屋
７
区
）
民
生
・
児
童
委
員 

奥
本 

清 

志
（
南
原
七
十
三
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南
原
地
区
サ
ロ
ン
代
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会 

計 越
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（
上
町
屋
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佐
可
台
）
民
生
・
児
童
委
員 

事 

務 

局 

山
口 

卓 

壮
（
事
務
局
長
兼
務
） 

 

  

大
上 

正 

司
（
上
町
屋
１
区
） 

佐
々
木
芳
雄
（
上
町
屋
光
洋
区
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角
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忍
（
上
町
屋
２
区
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河
野 
正 

明
（
上
町
屋
３
区
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片
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保 
穂
（
上
町
屋
４
区
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山
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三
（
上
町
屋
５
区
） 

岩
本 

智 

之
（
上
町
屋
新
山
倉
） 

重
河 

素 

文(

上
町
屋
安
佐
可
台) 

  

下
崎 

紀 

子
（
下
町
屋
６
区
） 

中
村 

洋 

子
（
下
町
屋
６
区
） 

熊
谷 

栄 

子
（
下
町
屋
６
区
） 

谷
川 

有
未
（
下
町
屋
７
区
） 

紙
川 

俊
士
（
下
町
屋
７
区
） 

菅
原
ヒ
メ
子
（
下
町
屋
馬
場
） 

植
木 

芳 

雄
（
下
町
屋
睦
） 

 

   

有
本 

里 

子
（
桐
原
15
区
） 

下
谷 

洋 

子
（
桐
原
15
区
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山
田
喜
代
子
（
桐
原
16
区
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森
元 

春 

江
（
桐
原
17
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石 
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（
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18
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司
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光
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３
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４
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５
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台
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下
原 

貞 
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（
南
原
上
組
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山
口 

君 

枝
（
南
原
中
組
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藤
重
ケ
イ
コ
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南
原
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組
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６
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７
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８
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　平成２８年５月８日(日）に三入公民館において、三入地区社協の代議員会（定時総会）
を開催しました。地域のみなさま方に前年度の事業活動の取り組み状況をご報告いたします。

　は じ め に
　安佐北区社協の 新・福祉のまちづくり総合推進事業の取り組み
　三入地区社協では「支えあいのまち」を目指す活動の柱とされる次の「重点３事業」
　の取り組みを継続実施しました。
【１】安心ネットづくり推進事業 …「気がかりな人」への支えあい・援助
【２】ふれあい・いきいきサロン推進事業　…地域住民のふれあい・交流の場づくり
【３】ボランティアバンク推進事業　…地域住民の参加・支えあい活動
　　　また、自主事業として三入地区社協の活動目的である「地域住民の親睦と福祉増進を図
　　　り住みよく明るい健全な地域社会」を目指す次の「定例事業」を継続実施してきました。
【１】地域住民の交流や親睦を図るための「コミュニティー活動の助成・支援」
【２】青少年の健全育成や、子供・子育てサロンなど「地域団体活動の助成・支援」
【３】福祉増進・健康保持などをテーマとする講演会の開催、広報誌発行などの広報活動

重点三事業の個別報告
Ⅰ 安心ネット（近隣ミニネットワーク）づくり推進事業
　 団塊の世代が次第に一線から退かれ、地域に戻ってこられる状況になっています。
   福祉協力員部会では、これらの方々や民生委員の協力を得ながら、従来から取り組ん
 　でいる「福祉のまちづくり」推進に注力しました。
【具体的活動項目】
　１、「救急医療情報キット」の配付継続
　２、「安心箱の配布」促進
　３、まごころ饅頭（和菓子）お届けの支援
　４、研修会の実施
　　　①福祉協力員と民生委員や、三入可部地域包括支援センター等との意見交換会
   　 ②外部講師による地域福祉向上を図る講演会の開催
　　  　第６回「三入地区まちづくり研修会」
　　　　開催日：平成２８年２月２１日（日）
　　　　会　場：三入公民館
　　　　講　師：一般法人 リエゾン地域福祉研究所 代表理事　丸山 法子 氏
　　　　内　容：暮らしと介護のいままでとこれから…地域福祉と社会保障制度の今後　
　　　　参加者：三入地区社協・三入自治連・福祉協力員・民生委員ほか「９５名」　

Ⅱ ふれあい・いきいきサロン推進事業
　１、サロン代表者会議を年間２回開催しました。（平成２７年１１月、平成２８年４月）
　２、平成２７年１１月１３日開催の代表者会議には、三入社協会長、社協理事、各地区
　　　代表（各部会副会長）、各サロン代表の合計１９名の参加を頂きました。
　３、各サロンの活動状況、活動を通しての問題点、今後の活動など活発な意見交換を行いました。
　    
　４、安佐北区社協 宮田 明典主任を招き、当地区外のサロン活動の状況をＤＶＤを見な
　　　がら紹介を頂き、サロンの活動に大変役立ちました。
　５、平成２７年６月１０日介護予防サロン研修会を開催しました。会員６０名、一般の
　　　方１０名ほか総数７６名の参加を頂き＜カラダによく効く、大人のラジオ体操＞と題
　　　して講義と実技を受けました。
　６、新しいサロンが誕生しました。いきいきサロンひまわり（代表　角川　晃）です。

　【平成２７年度 月別・サロン別 行事参加者数】＜延べ参加者数　２，６７４名＞
開催月⇒ 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計

　上町屋 8 8 13 25 8 8 24 29 25 8 28 184
　町　屋 20 34 22 19 21 20 41 16 39 39 19 22 312
　山　倉 69 73 93 104 68 61 60 72 27 69 88 784
　下町屋 31 9 55 17 18 25 28 24 30 237
　しあわせ 9 25 9 20 19 20 30 20 30 30 212
　あおぞら 12 10 9 11 12 10 64
　横　川 41 18 43 22 18 33 10 10 20 10 225
　桃 の里 6 7 12 19 9 7 7 6 6 6 6 6 97
　桐 の里 13 13 13 13 13 13 13 14 13 13 131
　南　原 23 21 44
　金毘羅会 23 8 16 34 8 8 8 49 18 19 65 30 286
　ひまわり 10 10 9 9 9 10 9 7 7 6 7 5 98
参加者数⇒ 242 205 318 265 73 204 206 261 265 176 227 232 2674
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  三入地区社会福祉協議会の活動報告 



 (4)  第81号 社　協　み　い　り 平成28年7月１日

Ⅲ、三入ボランティアバンク推進事業
　平成２７年度も、毎週月曜日にボランティア委員が三入公民館に駐在し、皆さんからの要望を
お聞きすると共に、各地区代表ボランティアバンク委員による対応・調整を行いました。
なお、受付専用の電話番号は８１８－７３３７です。
【活動の経緯・実績等】
１、過去１０年間の活動経過を分析し、ボランティアバンク登録者の見直し（登録のお願い）等を
　　行いました。平成２７年４月の登録者数は４４名（内・女性１８名）です。
２、作業依頼件数は２７年度＜２３件＞、作業参加延べ人数は１２１名でした。

【ボランティアバンク活動の年度別支援活動実績件数】
　年度（平成） 19年 20年 21年 22年 23年 24年 25年 26年 27年
 ①子育て支援 21 17 21 17 17 12 9 6 10
 ②高齢者の支援 30 29 11 13 12 13 10 12 6
 ③地域行事の支援 7 26 19 9 15 10 6 1 3
 ④公共場所の美化 7 2 2 8 13 7 10 9 4
　活動件数合計 65 74 53 47 57 42 35 28 23

■ 参考資料
【ふれあい・いきいきサロンの名称と代表者名】
上町屋地区（３サロン） 下町屋地区（６サロン） 桐　原地区（2サロン）
上町屋 　松浦　章子 下町屋 　山田　卓二 桃の里 　竹田　愛子
町　屋 　富永　道夫 しあわせ 　河野　義治 桐の里 　下谷　洋子
山　倉 　椿　　稔治 あおぞら 　石川　訓三

横　川 　国野　正三 南　原地区（1サロン）
金毘羅会 　岡田　豊 南　原 　奥本　清志
ひまわり 　角川　晃

【平成２８年度　ボランティアバンク活動の地区代表委員】
　大上　正司 　正図　正暁 　加藤　広巳
　齋木　信 　池田　秀行 　
　藤井　了
　山口　卓壮 　河野　登 　加藤　昇

上町屋地区
下町屋地区
桐　原地区
南　原地区

三入地区社会福祉協議会／平成２８年度予算の内容 

予算額 合計／１,８９６,１６７円 

負担金収入
2,000円 

電話料収入
1,000円 

収入の部 

寄付金収入
280,000円 

区社協助成金
425,000円 

事務費 160,000円 

・維持経費・旅費交通費 

・事務消耗品 

・通信運搬費・慶弔費 

区社協会費 

106,750円 

  福祉事業費    

   315,000円 

・福祉のまちづくり総
合  推進事業 

・近隣ミニネットワーク 
・いきいきサロン 
・区社協自主事業 

広報費    

55,000円 

社協みいり 

２回発行 

会議費    
27,000円 

負担金    

18,000円 

自治連 

予備費 

（次年度繰越金）    

749,417円 

雑収入 

11,000円 

ｺﾐｭﾆﾃィ推進費 340,000円 

・敬老会・成人祝・盆踊り 

・生活改善運動 

・ふれあいフェスティバル 

団体助成金    

25,000円 

・青少協・献血会 

・三入女性会  

繰り出し金100,000円 

・ボランティアバンク支

支出の部 

前年度繰越金    

815,167円 

会費収入228,000円 

自治・町内会より 

100円×2,280世帯 

賛助会費 

134,000円 

(2,000円×67口) 



 

 (5) 第 81 号        社 協 み い り                平成 28 年 7 月 1 日 

◆
高
齢
者
の
方
の
生
活
世
帯
な
ら
、 

ど
な
た
で
も
、 

日
常
生
活
で
の
不
安
・困
り
ご
と
は
、 

ま
ず
は
ご
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。 

  

（
注
） 

①
（
資
産
に
関
す
る
休
耕
田
の
草
刈
り
な

ど
は
実
施
し
て
い
ま
せ
ん
） 

②
三
入
地
区
内
に
親
族
が
居
ら
れ
る

場
合
お
断
り
す
る
事
が
あ
り
ま
す
。 

❶ 

電
話
ま
た
は
フ
ァ
ッ
ク
ス
を
し
、

人
の
派
遣
を
要
請
し
て
下
さ
い
。 

■

主
な
活
動
内
容
は 

 

お
手
伝
い
す
る
メ
ン
バ
ー
は
基
本
的

に
は
手
弁
当
で
す
が
、
剪
定
バ
リ
カ

ン
・
草
刈
り
機
の
使
用
料
／
燃
料
代
・

現
地
ま
で
の
交
通
費
な
ど
の
実
費
を
お

支
払
い
く
だ
さ
い
。 

 

実
費
の
単
価
は
左
記
の
通
り
で
、 

こ
の
表
を
基
に
見
積
り
し
ま
す
。 

ご
依
頼
時
の
参
考
に
し
て
下
さ
い
。 

（
例
）
左
記
の
単
価
表
を
基
に
計
算
し

ま
す
と
、
２
人
で
１
時
間
か
け
て
植
木

の
剪
定
を
し
た
場
合
、
費
用
は
お
お
よ

そ
１
３
０
０
円
と
な
り
ま
す
。 

三
入
地
区
で
の
ア
ン
ケ
ー
ト
（
高
齢
者
）

の
分
析
か
ら
、
無
償
で
は
頼
み
に
く
い
、
ル

ー
ル
を
決
め
て
ほ
し
い
な
ど
の
意
見
、 

他
方
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
基
本
は
無

償
な
の
で
す
が
、
依
頼
の
内
容
に
よ
っ
て
は

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
負
担
と
い
う
こ
と
に
な
り

か
ね
ず
、
作
業
者
の
負
担
軽
減
と
し
て
、 

 
 

 

平
成
２４
年
度
か
ら
活
動
メ
ン
バ
ー
は
利
用

者
か
ら
支
払
い
を
う
け
る
こ
と
に
し
ま
し

た
。
あ
く
ま
で
も
実
費
相
当
の
支
払
い
で
あ

っ
て
報
酬
と
い
う
位
置
付
づ
け
に
は
し
て
い

ま
せ
ん
。 

貴
方
の
技
と
気
持
ち
を
是
非 

 

『
三
入
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
バ
ン
ク
』
に 

登
録
し
て
生
か
し
て
み
て
下
さ
い
。 

◆
現
在
、
上
町
屋
・
下
町
屋
・
桐
原 

 

・
南
原
の
合
計
４
チ
ー
ム
の
編
成
で 

 
 
 
 

活
動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。 

◆
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る 

 

『
微
力
で
す
が
、
無
力
で
は
な
い
』 

三
入
の
ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
、 

◆
何
時
か
は
我
が
身 

『
出
来
る
人
が
・

出
来
る
時
に
・
無
理
を
し
な
い
で
活
動

で
き
る
』
仲
間
作
り
を
進
め
て
い
ま
す
。 

◆
機
械
・
工
具
類
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
バ
ン

ク
で
用
意
し
て
い
ま
す
。 

・
自
分
で
作
業
さ
れ
る
方
に
は
、 

工
具
類
の
貸
出
し
も
実
施
い
た
し
て 

お
り
ま
す
（
200
円
／
１
日
） 

 

①
子
育
て
支
援
【
公
民
館
／
児
童
館
／ 

小
学
校
／
地
域
行
事
】
で
の 

 

・
子
供
行
事
の
支
援
・
物
作
り
教
室
な
ど 

②
高
齢
者
の
み
生
活
世
帯
の
支
援
活
動 

・
植
木
剪
定
・
家
具
の
移
動 

・
大
型
ご
み
処
分
・
家
廻
り
の
清
掃
な
ど 

③
公
共
場
所
の
美
化
活
動 

・
公
共
備
品
の
補
修
・
公
園
な
ど
地
域 

の
清
掃
・
通
学
路
の
草
刈
や
清
掃
な
ど 

④
地
域
組
織
活
動
の
支
援 

・
パ
ソ
コ
ン
で
の
資
料
作
成
・
行
事
の 

準
備
活
動
や
写
真
撮
影
な
ど 

今
回
は
、
②
の
高
齢
者
の
み
生
活
世
帯
の 

支
援
活
動
の
流
れ
を
説
明
し
ま
す 

例 ）①＋②＋④＝６５０×２人＝１３００円 

 

●
誰
が
・
な
に
を 

頼
ん
で
も
よ
い
の
？ 

●
人
材
求
む
！  

●
い
く
ら
位
か
か
る
の
？ 

●
要
請
し
た
ら
ど
の
よ
う
に
し
て 

進
め
ら
れ
る
の
？ 

◆
要
請
先
は 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
メ
ン
バ
ー
が
事
務
所
に
駐

在
し
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。  

 
 

 
 

・毎
週
／
月
曜
日 

・午
前
１０
時
～
午
後
３
時
の
間 

電
話
・
フ
ァ
ッ
ク
ス
と
も
に 

 
 

８
１
８ 

― 

７
３
３
７ 

●
又
は
近
く
の
福
祉
協
力
員
さ
ん
へ 

❷
要
請
を
受
け
て
、
バ
ン
ク
登
録
者 

の
中
か
ら
対
応
で
き
る
メ
ン
バ
ー 

を
探
し
ま
す
。 

➌
対
応
で
き
る
メ
ン
バ
ー
が
登
録
さ 

 

 

れ
て
い
た
ら
、
メ
ン
バ
ー
が
依
頼 

 

の
内
容
及
び
現
地
を
確
認
し
て
人 

 

数
・
時
間
な
ど
か
ら
見
積
り
を
行 

い
ま
す
。 

➍
見
積
り
を
確
認
し
て
い
た
だ
い
た 

 

後
に
、
両
者
で
は
な
し
あ
っ
て
日 

 

時
な
ど
を
決
め
て
も
ら
い
仕
事
に 

 

取
り
か
か
り
ま
す
。 

➎
要
請
者
は
仕
事
が
終
了
し
た
ら
メ 

 

ン
バ
ー
に
見
積
り
時
に
合
意
し
た 

 

実
費
を
お
支
払
い
下
さ
い
。 

➏
ご
依
頼
の
仕
事
が
で
き
る
メ
ン
バ 

 

ー
が
い
な
い
場
合
は
、
そ
の
旨
を 

 
 

要
請
者
に
連
絡
し
ま
す
。 

 

『三入ボ ランティアバンク』の紹介 

無
償
で
な
い
た
め
、
人
手
が
必
要
な

と
き
に
は
気
楽
に
、
そ
し
て
遠
慮
な

く
声
を
掛
け
て
み
て
下
さ
い
。 

『
三
入
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
バ
ン
ク
』
と
は
、 

三
入
地
区
社
協
の
中
に
、
平
成
１８
年
に
立
ち
上
げ

今
年
で
１１
年
目
の
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

（
前
４
ペ
ー
ジ
の
記
事
も
参
考
に
見
て
下
さ
い
） 



 （
平
成
27
年
12
月
20
日
か
ら 

平
成
28
年
6
月
24
現
在
） 

次
の
方
々
が
こ
の
間
に
お
亡
く
な
り
に

な
ら
れ
ま
し
た
。
ご
生
前
の
お
も
か
げ
を

偲
び
つ
つ
、
謹
ん
で
お
悔
や
み
申
し
上
げ

ま
す
。 

                  

 

桐 

原 

牛
嶋 

藤
雄 

様 

82
歳 

桐 

原 

世
並
と
し
お 

様 

74
歳 

桐 

原 

古
賀 

邦
博 

様 

86
歳 

 

南 

原 

宮
崎 

 

一 

様 

78
歳 

南 

原 

助
信
チ
ヨ
ミ 

様 

92
歳 

南 

原 
 

中
村 

 

積 
 

様 

84
歳 

 

 

                               

 (6) 第 81 号        社 協 み い り                平成 28 年 7 月 1 日 

●
地
域
福
祉
推
進
委
員
っ
て
ご
存
知
で
す
か
？ 

上
町
屋 

末
吉 

ナ
ミ 
様 
90
歳 

上
町
屋 

和
崎 

寅
夫 

様 
88
歳 

上
町
屋 

香
川 

景
治 

様 

74
歳 

 

下
町
屋 

神
田
ア
キ
ヱ 

様 

88
歳 

（
平
成
27
年
7
月
11
日
死
去
） 

下
町
屋 

岡
田
千
恵
子 

様 

84
歳 

 

下
町
屋 

岡
田 

康
吉 

様 

67
歳 

下
町
屋 

中
杉
恵
美
子 

様 

80
歳 

下
町
屋 

山
本 

虎
男 

様 

91
歳 

下
町
屋 

長
山 

哲
郎 

様 

74
歳 

下
町
屋 

山
本 

 

彰 

様 

84
歳 

下
町
屋 

綿
貫 

輝
眞 

様 

81
歳 

下
町
屋 

関
本 

道
春 

様 

90
歳 

下
町
屋 

池
田 

護
枝 

様 

91
歳 

下
町
屋 

村
田
ミ
チ
子 

様 

69
歳 

下
町
屋 

木
下 

一
夫 

様 

78
歳 

下
町
屋 

龍
花 

鏡
智 

様 

77
歳 

下
町
屋 

日
浦 

英
子 

様 

84
歳 

 

桐 

原 

梅
田
マ
ツ
エ 

様 

77
歳 

桐 

原 

沖
田 

雅
子 

様 

84
歳 

 

桐 

原 

中
村 

秀
明 

様 

67
歳 

  
 

                               

 
 

 
 

地
域
福
祉
推
進
委
員 

 

寺
山 

ル
ミ
子 

平
成
元
年
に
地
区
社
協
に
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
役
割
は
、 

①
安
佐
北
社
協
と
の
連
絡
調
整
を
行
い
ま
す
。 

②
地
域
福
祉
活
動
を
広
報
誌
な
ど
で
広
く
皆
様
に

知
ら
せ
た
り
、
民
生
委
員
さ
ん
や
自
治
・町
内
会
さ

ん
と
の
連
携
を
深
め
、
福
祉
問
題
を
把
握
し
、
援
助

協
力
、
問
題
解
決
に
取
り
組
み
ま
す
。 

③
三
入
社
協
の
福
祉
活
動
を
推
進
す
る
た
め
に
、

各
種
団
体
や
組
織
へ
の
協
力
を
お
願
い
し
て
い
ま

す
。 当

三
入
地
区
は
、
上
町
屋
、
下
町
屋
、
桐
原
、
南

原
の
四
地
区
か
ら
成
り
立
っ
て
お
り
、
歴
史
的
背
景

か
ら
「
ま
ち
づ
く
り
」
は
こ
の
四
拠
点
が
中
心
と
な
っ

て
推
進
展
開
し
て
き
て
お
り
ま
す
。 

 

三
入
地
区
社
協
と
し
て
こ
の
四
地
区
か
ら
、
そ
れ

ぞ
れ
副
会
長
が
選
出
さ
れ
て
お
り
、
色
々
な
問
題

が
起
こ
っ
た
場
合
、
貴
方
の
地
区
の
副
会
長
ま
で
、
お

声
を
か
け
て
下
さ
い
。
一
緒
に
考
え
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。 

             

や
が
て
親
も
子
も
成
長
し
中
学
生

に
な
る
と
会
を
綴
じ
よ
う
か
の
声
が
出

て
き
ま
し
た
が
、
次
に
立
ち
上
げ
る
の

は
難
し
い
の
で
は
？
と
主
任
児
童
委
員

が
受
け
継
ぎ
、
地
域
の
応
援
を
仰
ぎ
な

が
ら
今
に
至
っ
て
お
り
ま
す
。 

子
供
が
手
を
離
れ
遊
ん
で
い
る
間
、

お
母
さ
ん
の
子
育
て
の
悩
み
や
不
安
を

聞
き
、
出
来
る
限
り
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
し

た
り
又
、
土
砂
災
害
の
犠
牲
に
あ
っ
た

父
母
が
「
命
に
替
え
て
私
達
・
母
子

共
々
の
命
を
助
け
て
く
れ
ま
し
た
」
と

涙
な
が
ら
打
ち
明
け
ら
れ
た
時
、
皆
で

同
苦
し
泣
き
ま
し
た
。
改
め
て
命
の
尊

さ
を
語
り
合
い
、
帰
り
際
に
は
、
「両
親

を
亡
く
し
心
が
悶
々
と
し
て
い
ま
し
た

が
サ
ロ
ン
に
来
て
良
か
っ
た
、
明
日
か
ら

頑
張
れ
そ
う
で
す
」
と
笑
顔
に
成
ら
れ

た
時
に
は
サ
ロ
ン
の
皆
が
涙
か
ら
笑
顔

に
変
わ
り
ま
し
た
。 

人
数
は
未
だ
多
く
は
有
り
ま
せ
ん
が

サ
ロ
ン
に
来
て
ほ
っ
こ
り
と
し
た
数
時
間

を
語
り
合
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？ 

次
の
方
々
が
香
典
返
し
等
に
代
え
て

心
の
こ
も
っ
た
ご
厚
志
を
寄
せ
ら
れ
ま

し
た
。
こ
れ
は
地
域
福
祉
の
向
上
に
対
す

る
深
い
ご
理
解
の
賜
物
で
あ
り
ま
す
。 

ご
厚
情
に
対
し
て
心
よ
り
厚
く
お
礼
を

申
し
上
げ
ま
す
。 

下
町
屋 
山
本 

 

勇 

様 

 
 
 

桐 

原 

梅
田 
春
吉 

様 

 
   

桐 

原  

牛
嶋 
賢
司 

様 

 

桐 

原  

古
賀
ア
サ
子 
様 

南 

原  

中
村
ユ
リ
子 
様 

             

愛 

の 

灯 

「
こ
ん
に
ち
は 

よ
く
き
た
ね
」
の
声
が
三
入
児
童

館
に
響
き
わ
た
り
、
や
が
て
小
さ
な
足
音
が
パ
タ
パ

タ
と
聞
こ
え
、
玩
具
が
い
っ
ぱ
い
有
る
お
部
屋
に
入
り

楽
し
い
時
間
が
過
ぎ
ま
す
。
ア
ン
パ
ン
マ
ン
の
始
ま
り

は
、
お
母
さ
ん
方
数
人
で
立
ち
上
げ
た
子
育
て
の
不

安
や
、
情
報
交
換
の
場
で
し
た
。 

●
子
育
て
サ
ロ
ン
「ア
ン
パ
ン
マ
ン
」を
ご
紹
介
し
ま
す 

開
催
日 

毎
月
第
二 

第
四
の
金
曜
日 

 

朝
十
時
～
十
一
時
半
ま
で 

対
象
者 

幼
稚
園
迄
の
幼
児 

 
 

 
 

 

（兄
弟
の
参
加
は
自
由
で
す
） 

お
休
み
の
日 

春
休
み 

冬
休
み 

 
 

（児
童
が
使
用
す
る
か
ら
で
す
） 

ス
タ
ッ
フ 

主
任
児
童
員 

民
生
委
員 

 
 

 
 

 
 

福
祉
推
進
委
員 

共
催 

三
入
っ
子
支
援
ク
ラ
ブ 

 
 

 
 

三
入
地
区
社
会
福
祉
協
議
会 

次
の
方
か
ら
善
意
の
ご
寄
付
を
頂
き

ま
し
た
。
地
域
の
社
会
福
祉
事
業
に
対 

す
る
ご
理
解
、
な
ら
び
に
ご
協
力
に
感 

謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。 

下
町
屋 

栗
栖 

清 

様 

下
町
屋 

 

山
本 

勇 

様 

                  


